






「国内航空需要予測の一層の精度向上について

（平成13年12月25日航空局長決定 」のポイント）

地方公共団体等が行う航空需要予測の更なる精度向上を目指すため、下記事項

を各地方公共団体等に示し、適切な実施の確保を徹底しているところ

◎ 需要予測については、①国内旅客総流動量、②地域別旅客流動量、③地域間旅客流動量

（都道府県間及び都道府県を細分化した他区間 、④機関分担交通量（航空分担率）の各段）

階に分けて予測。

◎ この際、需要予測を実施する空港によって予測結果が大きく異なることがないよう、以

下の措置を実施。

○ 地域間旅客流動量の予測手法に係る基本的事項を策定

○ 地域の特性を考慮した指標、基礎データ及び全体条件を選定して予測が行われる事項に

ついては、当該指標等の選定根拠の明確化、予測手法の信頼性の検証等のために必要な事

項を策定

◎ また、自空港又は近接する他空港が新設される場合の需要予測については、自空港及び

近接する他空港の総需要を算定の上、予測結果の妥当性を確認。

資料２０



資料２１ 

大都市圏の空港の整備について 

 

大都市圏においては、背後圏の需要への対応と利便性の確保のために、各空港の役割分担を明確化した上で、計画的かつ重

点的な整備を推進。立地制約のある世界の大都市圏の複数空港においても役割分担 

 

 

・首都圏    成田空港 我が国最大の国際空港。主に東日本の国際航空需要に対応。 

国際線の乗り継ぎ空港としても機能。 

                羽田空港 全国の国内航空ネットワークの中心。 

 

・近畿圏     関西空港 我が国の主要国際空港。西日本を後背圏とする国際線及び国内線の基幹空港。国際線と国内線の乗り継ぎ空港と

しても機能しており、これに伴い利用圏は拡大。  

                伊丹空港 国内線の基幹空港（環境対策上容量に制約）。 

        神戸空港 神戸市及びその周辺の国内航空需要に対応する地方空港。 

 

（参考）世界の大都市圏における複数空港の機能分担例 
 

Ｊ・Ｆ・ケネディー 国際・国内半々 

ニューアーク 国内線主体（国際線は米州・欧州線主体） 

ニューヨーク ラガーディア ほぼ国内線用（国際線はカナダ３都市のみ） 

  ティーターブロー 不定期・小型機専用 

  ウエストチェスター ゼネラルアビエーション中心  

ヒースロー 国際線主体 

ガトウィック 国際線主体(ヒースローの補完的位置付け） 

ロンドン スタンステッド ローコストの国際・国内線併用（欧州線主体） 

  ルートン ローコストの国際・国内線併用（欧州線主体） 

  ロンドンシィティ ビジネス需要に対応した小型機専用都市内空港（欧州主要都市とダイレクトリンク） 

シャルル・ド・ゴール 国際線主体（国内線は主要都市のみ） 
パリ 

オルリー 国際・国内半々（国際線は主に欧州・中近東・アフリカ線） 

 

  



資料２２

国際線就航先 運　　航　　企　　業　　名 路線別便数 空港別便数
空 港 名 滑走路長 （定期便） （定期便）

国名 都市名 （　）内は旅客便数、○内は貨物便数（週当り） （週当り） （週当り）
新 千 歳 3,000 韓国 ソウル 大韓航空(5) ５ ２４

アメリカ ホノルル ジャルウェイズ(7) ７
グァム コンチネンタル・ミクロネシア航空(4) ４

オランダ アムステルダム ＫＬＭオランダ航空(3) ３
中国 瀋陽 中国北方航空公司(2) ２

上海 中国西北航空公司(2) ２
ロシア ユジノサハリンスク サハリン航空(1) １

函 館 3,000 ロシア ユジノサハリンスク サハリン航空(2) ２ ２
青 森 2,500 韓国 ソウル 大韓航空(3) ３ ３
仙 台 3,000 韓国 ソウル アシアナ航空(7)② ９ ２４

アメリカ グァム コンチネンタル・ミクロネシア航空(7) ７
（香港） 香港 香港ドラゴン航空(4) ４
中国 北京／大連 中国国際航空公司(2) ２

北京／上海 中国国際航空公司(2) ２
秋 田 2,500 韓国 ソウル 大韓航空(3) ３ ３
新 潟 2,500 韓国 ソウル 大韓航空(5) ５ ２０

アメリカ グァム コンチネンタル・ミクロネシア航空(2) ２
ホノルル ジャルウェイズ(1) １

ロシア ハバロフスク ダリアビア(2)、アエロフロート② ４
ウラジオストック ウラジオストック航空(2) ２

中国 西安／上海 中国西北航空公司(2) ２
ハルピン 中国北方航空公司(4) ４

福 島 2,500 韓国 ソウル アシアナ航空(5) ５ ７
中国 上海 中国東方航空公司(2) ２

小 松 2,700 韓国 ソウル 日本航空(3) ３ ７
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ ルクセンブルク カーゴルックス④ ４

富 山 2,000 韓国 ソウル アシアナ航空(4) ４ ９
ロシア ウラジオストック ウラジオストック航空(2) ２
中国 大連 中国北方航空公司(3) ３

美 保 2,000 韓国 ソウル アシアナ航空(3) ３ ３
岡 山 3,000 韓国 ソウル 大韓航空(5) ５ ９

中国 上海 中国東方航空公司(2) ２
アメリカ グァム コンチネンタル・ミクロネシア航空(2) ２

広 島 3,000 韓国 ソウル 日本航空(4)、アシアナ航空(5) ９ ２２
（香港） 香港 香港ドラゴン航空(2) ２
シンガポール シンガポール シンガポール航空(4) ４
中国 西安／上海 中国西北航空公司(3) ３

北京／大連 中国国際航空公司(2) ２
アメリカ ホノルル ジャルウェイズ(2) ２

高 松 2,500 韓国 ソウル アシアナ航空(4) ４ ４
松 山 2,500 韓国 ソウル アシアナ航空(3) ３ ３

　　　　　    　地方空港の国際化状況

3大都市圏以外の空港の国際線は近距離が中心
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福 岡 2,800 インドネシア デンパサール ガルーダインドネシア航空(3)　　　　　　　　　　　　　　 ３ １０８
アメリカ グァム コンチネンタル・ミクロネシア航空(7) ７
韓国 ソウル 日本航空(7)、大韓航空(14)（うち７便釜山経由）、アシアナ航空(7) ２８

釜山 大韓航空(7)、アシアナ航空(2) ９
済州 アシアナ航空(3) ３

中国 北京／大連 中国国際航空公司(2) ２
北京／上海 中国国際航空公司(5)①、中国東方航空公司（2）（復路上海のみ）,中国東方航空公司(5)(往路 １３
西安／青島 中国西北航空公司(3) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               上海のみ) ３
桂林／武漢 中国南方航空公司(2） ２
広州 中国南方航空公司(1） １

（台湾） 台北 長栄航空公司(5)、中華航空（台湾）(7) １２
キャセイパシフィック航空(7) ７

（香港） 香港 日本航空(7)（うち鹿児島経由、沖縄経由各２便）、キャセイパシフィック航空(7)（台北経由） １４
シンガポール シンガポール シンガポール航空(7) ７
タイ バンコク タイ国際航空(5) ５
マレーシア クアラルンプール マレーシア航空(2) ２
フィリピン マニラ フィリピン航空(4) ４

長 崎 3,000 中国 上海 中国東方航空公司(2) ２ ４
 韓国 ソウル 大韓航空(2) ２

大 分 3,000 韓国 ソウル 大韓航空(2) ２ ２
宮 崎 2,500 韓国 ソウル アシアナ航空(3) ３ ３
鹿 児 島 3,000 韓国 ソウル 大韓航空(3) ３ ５

（香港） 香港 日本航空(2) ２
那 覇 3,000 （台湾） 台北 日本アジア航空(7)、中華航空（台湾）(14) ２１ ２９

（香港） 香港 日本航空(2) ２
韓国 ソウル アシアナ航空(4) ４
中国 上海 中国西北航空公司(2) ２

２0空港 － １１国２地域 ３１ 都 市 ２６ 企　 業 － ２９１
（注） １．シェアは、全国の国際線乗降客数５２，５６１千人に対する割合（％）である。
２．便数は、往復ベースである。
３．空港別便数は、重複している経由便を除いた便数である。
４，コードシェア便については、実際に運航している企業名及び便数として計上している。



空 港 整 備 特 別 会 計 の し く み
（平成１４年度予算額）

空港関係経費については空整特会で収入・支出を一括管理

航 空 事 業 者 等

航空機燃料税
ç11/13 26,000円／Ｋ

財 政 融 資 地方公共団体
雑 収 入 等 空 港 使 用 料 一 般 会 計 航

資 金 工事費負担金 空
機

借 航着 一 繰 燃
入 二 行陸 般 2/13 料
五 金 三 一 援料 五 財 九 入 譲
二 ・ 七 四 六 助等 四 源 二 与
○ 財 八 九 六 施 四 ○ れ 税
億 政 億 億 億 設 億 億
円 投 円 円 円 利 円 円 1/5 4/5
融 用
資 料

空港関係 空港関係
空 港 整 備 特 別 会 計

都道府県 市 町 村

（空 港 対 策）

空 離 航 環 空
港 島 空 境 一 大 港
等 航 路 対 般 都 整
維 空 整 事策 空 市 備
持 事 備 ・業事 港 中 関 首 新 羽 圏 事
運 業 事 借費業 等 部 西 都 東 田 拠 業
営 助 業 入 国 国 圏 京 沖 点
費 成 金 出際 出際 第 出国 事合 空
等 費 償 六 資空 ・資空 ３ 資際 ・業展 港

還 六 金港 無金港 空 金空 借費開
一 三 ・ 利・ 港 ・港 入 二
五 二 一 億 直 子直 調 直 金 五）

八 二 二 八 円 轄 貸轄 査 轄成 償 一 七
三 一 二 〇 付 田 還 九 一
億 億 億 億 〇 億（

円 円 円 円 一 八 円
一 三 一 二 億
七 二 一 ○ 八 円
八 七 三 二 八

平成１４年度予算額 4,577 億円 億 億 億 億 億
円 円 円 円 円

資料２３－１
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空港整備特別会計推移表

305

834

2,011

2,458
2,642
2,899

3,504

5,288
5,110

5,484

4,788 4,734 4,674
4,947 4,846

4,577

1

5,630
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6,000
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億
円

歳入合計

空港整備特別会計により必要な空港整備等の財源を確保
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到　着

出　発 羽　田 伊丹・関空・成田 幹　線
（新千歳・福岡）

非幹線

羽　田

伊丹・関空・成田

　２種Ａ 幹　線
（新千歳・福岡）

　・共用 非幹線

※１．

※２．

※３．

※４． 沖縄特例及び離島特例の対象路線については、平成９年７月１日から平成19年３月31日まで
着陸料を１／６に軽減している。

羽田空港の深夜早朝路線については、羽田空港に朝(午前８時２９分以前)に到着する
便の羽田空港の着陸料及び羽田空港を夜（８時３０分以降）に出発する便の国管理の
相手空港の着陸料を１／２に軽減している。

軽減措置の適用期間は、平成１３年４月１日から平成１５年３月３１日まで

軽減措置の適用期間は、平成１１年４月１日から平成１５年３月３１日まで

２種Ｂ・３種

２種Ａ・共用

着陸料軽減措置の体系

多様な航空ネットワークを形成・維持するため、着陸料について、各種割引措置を実施

１　種

１　種

軽減なし ２／３に軽減（※２）

２／３に
軽減（※１）
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１．着陸料等収入の推移 （単位：億円）

Ｈ１１年度 Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 累計

実績 実績 予算 予算

899 891 908 884 3,582

２．軽減額の推移 （単位：億円）

Ｈ１１年度 Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 累計

実績 実績 見込 見込

174 192 276 292 934

着陸料等収入及び同軽減額の実績・見込

　着陸料等収入

軽　　減　　額
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着陸料収入の推移
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各種政策割引の結果、空港整備財源として重要な着陸料収入が減少
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世界主要空港の空港利用料金比較（国際線：旅客1人当たり）
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着陸料金

為替レート（2002年2月15日現在）

１ＧＢＰ  ＝￥193.36
１ＥＵＲ  ＝￥117.18
１ＵＳＤ  ＝￥133.40
１ＨＫＤ  ＝￥  17.41
１ＳＧＤ  ＝￥  73.53
１ＫＲＷ ＝￥    0.10

IATA  AIRPORT &  EN 　ROUTE
AVIATION  CHARGES  MANUAL
に基づき作成

＊
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(50)

注　（　）は成田を１００とする指数

円

旅客1人あたりの総コストの比較では、成田・関空よりも高い空港も存在
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世界主要空港の着陸料比較（国際線）
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為替レート（2002年2月15日現
在）

１ＧＢＰ  ＝￥193.36
１ＥＵＲ  ＝￥117.18
１ＵＳＤ  ＝￥133.40
１ＨＫＤ  ＝￥  17.41
１ＳＧＤ ＝￥ 73 53

注　（　）は成田を１００とする指
数
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着陸料の比較では、成田・関空は割高
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世界主要空港の着陸料比較（国内線）
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為替レート（2002年2月15日現在）

１ＧＢＰ  ＝￥193.36
１ＥＵＲ  ＝￥117.18
１ＵＳＤ  ＝￥133.40
１ＫＲＷ ＝￥    0.10

注　（　）は羽田を１００とする指数

IATA  AIRPORT &  EN 　ROUTE
AVIATION  CHARGES  MANUALに
基づき作成
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